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方法：仙台厚生病院で 2008 年 2 月から 2011 年 6 月にかけて、89Sr 療法が実施された多発骨転
移を有する癌患者 64 人について後向きに解析した。治療前後で患者自身が決める疼痛スコア（0
～10 点）の変動より、疼痛緩和効果を推定した。スコアが 0 になった例を著効、2 点以上のスコ
ア減少が生じた例を有効、スコアの変動が±1 点の例を不変、2 点以上のスコア増加が生じた例
を増悪と見なした。著効例と有効例を奏効群と定義した。不変例のうち、麻薬性鎮痛薬の使用量
が 25％以上減少した例も奏効群に加えた。血液毒性 grade の増加を骨髄抑制の判断基準として、
89Sr 療法の副作用を評価した。骨シンチグラフィより骨転移の個数を視覚的に計測した。計測方
法は、EOD 分類と同様に椎体の 50％未満の大きさの病変を 1 個と見なした。 
 結果：89Sr を投与した 64 人のうち、47 人が解析対象となった。17 人は様々な理由により脱






 結論：89Sr を用いる骨転移疼痛緩和療法では、骨転移数が骨髄抑制の発生に正の相関を示した。 
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